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感圧塗料(Pressure-Sensitive Paint，PSP)は，ポルフィリン誘導体や遷移金属錯体などの色素が放出するル

ミネッセンスの強度が周囲の空気圧力に依存して変化する現象を利用し，空気中に置かれた物体表面の圧力

分布を可視化計測する光学的圧力センサである．PSP 計測では色素をプローブとして用いるため，マイクロス

ケールの微細流路への適用が期待されてきたが，ポリマをバインダとする PSP の場合，膜厚や表面粗さの制

御の難しさが技術的課題となっていた．この課題を克服するため，色素を電極表面で電気化学的に直接重合

させる方法が提案され，著者等も市販のポルフィリン誘導体の電解重合膜を作製し，感度が小さいものの感圧

センサとして機能することを確認した．本研究では，電解重合に適したポルフィリン誘導体を新たに合成し，そ

れらを ITO ガラス上で電解重合膜を作製するとともに，それらの発光および吸光特性を調べた． 
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